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LIFE に入力するコードの説明等について 
 

LIFE と連携する情報では支援コード、ICF モデル（国際生活機能分類）の ICF コード、病名（ICD10 

コード）、薬品コード等の入力が必要です。ここでは各コードの意味や内容の確認方法を説明しま 

す。 

 

１．支援コード、ICF モデル（国際生活機能分類）の ICF コード 

 支援コード、ICF コードは入力する際はコードではなく、文言（「1 呼吸機能訓練」など）で選 

 択しますが、その意味や説明は厚生労働省の Web サイト「科学的介護」に添付されている「外 

 部インターフェース項目一覧（LIFE）」の支援コードシート、ICF コードシートに記載されてい 

 ます（シートがたくさんあり、最後のシートにあります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省の Web サイト「科学的介護」 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html 
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２．病名（請求コードまたは ICD10 コード） 

  [科学的介護情報]や[機能訓練計画書]、[リハビリテーション計画書」などで入力する病名 

 （コードと病名）は、 

  A．「傷病名マスター」の請求（傷病名）コード 

  Ｂ．「基本分類表（2013 年版）準拠」の ICD10 コード 

 

どちらのコードで LIFE 提出してもかまわないということです。 

ファーストケアの画面で病名（コードと病名）を入力する項目には[病名検索]ボタンがあります。 

クリックして検索キーに病名の一部を入力すると、請求（傷病名）コードまたは ICD10 コードが

検索できます。 

 

 

 

３．薬品コード、単位名 

 <科学的介護情報>[既往症・服薬]で入力する薬品コードと単位名は、診療報酬情報提供サービス

サイトで調べます。 

 

 

 

 

 

 ①上部メニューで「基本マスター関連」の「ファイルダウンロード」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療報酬情報提供サービス 

  http://shinryohoshu.mhlw.go.jp/shinryohoshu/ 
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 ②ファイルダウンロード 

 「医薬品マスター」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ダウンロードしたファイルを Excel で開きます。 

  E 列の薬品名称などから該当する薬品を探します。 

C 列が薬品コード、E 列が薬品名、J 列が単位名です。 

 

 

 

 

 

   

薬品コード 薬品名 単位名 


